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― 『白鯨 』第79章 ―
野 田 明
『白鯨』 とい う大小 説 を一挙 に とらえ ることは至難 の業 である。 ここで
は仮 にその中の一章 に焦点 を絞 りIshmaelの 巧 み な語 り口につ い て調 べ
てみ たい。
『白鯨 』第79章"ThePrairie"は いわゆ る鯨学 の諸章 に属 し、 中で もよ
く論 じられ る章 であ る。ここで語 り手lshmaelは 人相 学者 となって抹香鯨
の額 の筋 を入念に調べ よ う("scanthelinesofhisface")とす る。 まず
最初 に、 我々読者が陥 りが ちなあ らゆ る深刻 な解釈 に もかか わ らず 、鯨 の
顔 の相 を読 む とい う試 みは、少 な くともそれ 自体 では無意味 なたわむれに
な る可能性 があ るとい うこ とを確 認 しておかねば ならない。 そ して、 その
ような 自らの試みのふ ざけぶ りを語 り手 自身、十分 に意 識 して いるのでは
ないか と思わせ る調子 で この章 は始 まる。
この ような試み は ラヴ ァテルがジブ ラル タル の巌 の漿 を吟味 し、 ガ
ルがパ ンテ ノンの丸屋根 に梯子 をか けて触 診 したの と同 じ位有望 な も
の に思 われ よう。1)
さらに語 り手は 「ラヴ ァテルはか の著名 な研 究 において、 さまざ まな人
相 を扱 ったのみな らず、 馬、 鳥、蛇、魚 の顔 をも綿密 に研 究 し、 そこに看
取 され る諸々の表 情 の変化 につ いて も詳 しく説 いてい る。」 と続 け るのだ
が、ラヴ ァテル もガル も人相学 、骨相 学 を真面 目に研 究 した科学者 で ある。
この よ うなIshmaelの 語 り口が、18世 紀 に実在 した科学 者へのか らか いで
あ るとす るな ら、それ は同時に、か らか われてい るラヴァテルやガ ルの研
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究 と 「同 じ位有望 なJ自 らの企て をも、一 歩突 き放 してい るこ とを意 味す
る。2)そ う考 え るな ら、「私 は あ らゆ るこ とを試 み、成功 は来 るに まかせ
る。」("Itryallthings;IachievewhatIcan.")とい うIshmaelの 宣 言
は、 これ か らの鯨の 人相 学的探求 とい う試 み を一種 の遊 び と心得 た上 でつ
いて来 て欲 しい とい う、語 り手か ら読者へ の暗黙 のメ ッセー ジであ る。
さて、その試み を開始す るや否や、語 り手 は、抹香鯨 は、「人相学 的にみ
て」、 「異常 な生物 」だ と決 めつ け る。鼻 は顔 の中で 「中心かつ最 も目だつ」
部分 であ り、表情 を 「最終 的 に決定す る」 もの であ るのに、鯨 にはその鼻
が ないか らであ る。 に もかか わらず、鼻が いか に重要不 可欠 であるか を強
調 した後 で、Ishmaelは 言 う、「しか し、 レ ビア タンは非常 に雄大 であ り、
その体躯 は実 に堂々 たる もので あるか ら、彫刻 の ジュ ピターにお いては致
命的 とな る欠落 も、 巨鯨 に あっては何 らの汚点 ともな らな い。」(p.291)。
これ は論理 的には矛盾 した議論か もしれない。 しか し、い ったんIshmaeI
に 「あ らゆ るこ とを試 み る」 こ とを許 したの なら、読 者は あま り気 難 し く
腹 を立 て るべ きでは ない。 そ もそ も鯨 の面相 を調べ るのに人相学上 のルー
ルであ る鼻 をわ ざわ ざ持 ち出 して鯨 を 「異常」 と決 めつけ るの は滑 稽で あ
る。 だが、その よ うに滑 稽 な研究 を論 じるのに滑稽 な論 法 を用 い るこ とに
よって、結局 、語 り手 は「鯨 は雄 大であ るか ら、 鼻の欠落 も問題 で はない」
と見事 に落ち をつけ てみせ 、 その上、鼻 の 「欠落」("deficiency")は 、鯨
にあっては 「付 加 された る威厳」("anaddedgrandeur")とい う明快か
つ珍妙 な等式 までまん まと導 き出す のであ る。寛容 な読者は この ような語
り手 の議論 その もの を味 わ うべ きだろ う。Ishmae1の 試み を、語 り手 自身
も承 知 してい るで あろ う遊 び と考 え、 そのつ も りで読 んでい く時、 これ は
まこ とに楽 しい 冒険 であ る。Ishmaelの 巧 みな言葉 の選 択が示す通 り、鯨 の
人相学 は 「ジ ョリー艇 で遊航 して」("yousailroundhisvastheadinyour
jolly-boat")行 うべ き楽 しい探求 なのだ。
Ishmaelは 鯨の面相 の うちで も、特 にその額 を賛美 す る。先程 の小 型艇
との比較 で も察せ られ るよ うに、鯨の イメー ジは次第 に大 き くな ってい く。
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 But in the great Sperm Whale, this high and mighty god-like 
dignity inherent in the brow is so immensely amplified, that gazing 
on it, in that full front view, you feel the Deity and the dread 
powers more forcibly than in beholding any other object in living 
nature. For you see no one point precisely; not one distinct feature 
is revealed; no nose, eyes, ears, or mouth; no face; he has none, 
proper; nothing but that one broad firmament of a forehead, 
pleated with riddles; dumbly lowering with the doom of boats, and 
ships, and men. (p. 292)
巨大 な鯨 を対象 として いる とは いえ、 これは、誇張 された大 きす ぎるイ
メー ジであ る。 しか し、 この箇所 の特 に後半 に、 ある種 の詩情が漂 ってい
ること もまた否めない。 あたか も、鯨 の壮厳 、神 秘 を語 る語 り手の 言葉 そ
の ものが 際限な く展開 され た("immenselyamplified")かの よ うに、 誇張
であ りなが ら、無限悠久 のイ メー ジ を作 り出す こ とに成 功 している。 鯨 を
滑稽 に扱 った章 冒頭 のユー モ ラスな調子 か ら、 いつ しかIshmaelの 語 り
が、単 な る遊 びではす まされな い ものに変化 したこ とに我々 は気づ く。 さ
らにIshmaelは 、抹 香鯨 を神 の座 に までつ け る。
もし今 後いず こか の文 化高 き詩情豊 か な民族 が、古 の楽 しき五 月祭
の神 々 を再 び蘇 らせ、近代 の 自我主義 の空 に、神 々の久 し く訪 れぬ 山
顛 に、生 き生 き と祀 らん とす るな ら、 必ずや大抹 香 こそジュ ピターの
高御座 を与 えられ て、一 切 を主宰 す るであ ろ う。(p.292)
最 初 は滑稽 な鯨 の面相学か ら出発 しなが ら、Ishmaelの 語 りは、鯨 を神
の象徴 としてみ るこ とこそ彼 の最終的 な 目的で あつたか と思 わせ る程 の詩
的幻 想 に到達 した。 しか し、単独 では圧巻 ともいえる壮 大 なイメー ジで あ
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るこの箇 所 も、見 方 を変 えて章全体 の脈絡 か ら とらえ ると、い くらか その
厳粛 さ を割 り引 きされ る。 とい うのは、抹 香鯨 が祀 られ るべ き 「ジュ ピタ
ーの高御座 」には、章 の初 めにIshmaelが 「フ ィデ ィアス作 の大理石 の ジ
ュピター像 」 に言 及 した時 のふ ざけた調子 が、否応 で も影響 を与 えず には
おか ないか らであ る。「フィディアスの大理石 の ジュ ピターか ら鼻 を もいで
み よ、残 りは何 とい う惨め さ!」("DashthenosefromPhidias'smarble
Jove,andwhatasorryremainder!"(p.291))。鼻 をもがれた ジュ ピター
像の代 わ りに鼻 のない抹香鯨 の像 が据 え られた光景 を想像 す るなら、広 大
な詩 的幻 想の イメー ジも、幾 分かユー モ ラスな ものに なって しまうだ ろ う。
語 り手 が、鯨 を本 気で神 の象徴 と見 な してい る と断 言はで きない。(な お、
鯨 の崇 高 な横顔 を称 える とこ ろで も、 あろ うこ とか章 の冒頭 で謁刺 された
ラヴ ァテルの天才 線が 引 き合 いに 出され る。)「あ らゆ るこ とを試 み る」 と
い うだけ あって語 り手 は したたか なの であ る。
さて、 この章 で も最 も問題 とされ るの はそ の締 め括 りで あ る。Ishmael
は、抹 香鯨 は何 も語 らないけれ ども、その額 の襲 は謎 に満 ち("pleatedwith
riddles")、 そ こには解 くこ とので きぬ文字 が刻 まれ てい るとい う。 この章
はその文字 を解読 す るこ との不可能 に対 す るIshmaelの 嘆 きで終 わ る。
 Champollion deciphered the wrinkled granite hieroglyphics. But 
there is no Champollion to decipher the Egypt of every man's and 
every being's face. Physiognomy, like every other human science, is 
but a passing fable. If then, Sir William Jones, who read in thirty 
languages, could not read the simplest peasant's  face  in its profoun-
der and more subtle meanings, how may unlettered Ishmael hope to 
read the awful Chaldee of the Sperm Whale's brow? I but put that 
brow before you. Read it if you can. (pp. 292-3)
Drydenは この箇所 につ いて、抹 香鯨の額 に刻 まれ、IshmaeIが 読 め な
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い文 字は人 間の直面す る世 界の比喩 であ り、Ishmaelの 嘆 きは、 人問の認
識 的探求 の空 しさを表す と考 える。彼 に よれ ば、「lshmae1が 鯨 を象形 文字
と見倣 す のは…(中 略)… 全 て を意識 の対 象 と しよ うとす る人間の努 力 を
示 唆 し、 同時にその努力が 失敗 に終 わ るこ とを暗示」 して いる。3)
既 に第32章 にお いて、Ishmaelは 鯨 を本 にみ たてていた。鯨 をテキスF
な り現実 な りと等 しい と考 え る仮定 その もの には何 の意 味 もない として
も、語 り手 があ くまでその ように設定 され た世 界 の中で虚構 の鯨 を追求す
るの なら、 その鯨 はある究極 的 な真実 の記号 とな りうる。す る と、鯨 の額
の文 字が読 めない と言 うことは、認識的探求 の徒 労 を表す のか もしれ ない。
それ に して も、Drydenの 解 釈 はい くらか、深刻 にす ぎるよ うに感 じられ
る。鯨 の額 に解読不 可能 な文字 が記 されてい る と語 り手Ishmaelは どこ ま
で本 気 で考 えて いるのだろ うか。別 な批評 家に よれ ば、「無論、鯨 はテ キ-ス
トと同 じでは ない し、それ こそIshmaelの 言い たいこ となの だ。彼の文体
の調子 そのふ ざけ たユー モア は、我 々 を して、Ishmaelの 試みは ただ
冗談 で してい るの だ とい う事実 に気づ かせ るのであ る。」4)確 か に、Dryden
が切 り捨 てた この章 の前半のユー モ ラスな調子 を見逃す こ とはで きない。
それ では まった くの冗 談なの だろ うか。
そこで もう一度、 引用の最後 の部分 に注 目す ると、 それがい ろい ろな意
味に受 け とれ るこ とがわか る。Ishmaelは 鯨 の額 を象形文字 の彫 られ た一
種 の テキス トと見倣 し、 それ は無 学な 自分 には解 くべ くもない とい う。 そ
して彼 が 「私 は ただその額 を諸君 の前に置 く。 出来 るな ら読 まれ よ。」と言
う時、 それ は文字通 り 「額の文字 が読め ない こと」 に対す る絶望 ともとれ
る。 しか し、 同時 に この文 は 「額 の文字 な ど読 め るはず がない。 も ともと
テキス トな らぬ鯨 の額 に文字 な ど書 いていないのだか ら。」とい う擬装 され
た告 白とも とれ る。Ishmaelが"unlettered"(無学)な のでは な く、鯨 の
方が"unlettered"(文 字 の記 されて いない)な のだ とい う洒落めか した落
ちに気づ くのが よ り賢明 な読 者で はあ るまいか。(実 はIshmael自 身は、
後 の第102章 に よれ ば、鯨 の寸法 についての 「貴重 な統 計Jで 文 身されてい
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る。)そ うとるな らこの2行 は、鯨 が鯨 以外の何か 、テ キス トな り現実 な り
を表すIshmaelの 世 界の魔法か ら読 者が一瞬 、解放 され る幻滅 の瞬間 であ
る。Wadlingtonが 、「Ishmaelの レ トリックの究極 的 目的 は読者 を我 に帰
らせ るこ とであ る。」と述べ て いるのは、 この意味 で全 く正 しい。5)し か し
なが ら、 この章 末の部分 をさらに、章全体 の 中に位 置づ け てみ よう。
章末 の2行 が非常 に大 きな力 を もつ のは、 それ がいわば 「実 際に」鯨 の
額 を 「置 く」 とい うその行為 に よる。 この2行 はいずれ もご く単純 な単語
い くつかか ら成 り、"put"と い う語 も何 げな い動詞 なのだが、 この何 の変
哲 もない語 の威 力は、こ とこの章 においては、"mighty,""stately,""great"
な どの他の もの もの しい語 にた ちまさって絶大 であ る。 この章 を通 じて、
鯨 の イメー ジは壮 大 であ り、上 の ような形容 で賛美 され 、拡大 されて きた。
しか し、最後 には ロゼ ッタス トー ン と同 じ大 きさに扱 われて しま う。天空
に まで祀 りあげた鯨 を瞬 時に収縮 させ て、語 り手 は読者の 眼前 に突 き出す 。
胴体 か ら切 断 され、花 闘岩 と同 じほ どに収 縮 し乾 燥 して、詩 的 な謎 の襲
("pleatedwithriddIes")で はな く、 グロテ スクな象形文 字 を刻 まれて変
形 した鯨の頭部 は、真 に不気 味("awful")な イメー ジであるか もしれ ない。
誇張 された鯨の扱 いに慣 れた読者 はふ とその額 を差 し出 されて、一種 の「現
実」 に出会 うの であ る。無論、収縮 した鯨 も別 な虚構 であ るけれ ども。
ともあれ、章 にわた つての鯨 に対 す る過剰 な賛 美、誇張 され た形容 には、
最後 に鯨 が小 石 にす りか え られて無雑 作 に置かれ るこ とに よって、適度 な
釣合 いが もた らされ る。語 り手 は鯨 を、 まず拡 大 し、次 に縮小 して みせ た
の であ る。おそ らくこの よ うな離 れ業 も、Ishmaelが 初め に予告 した 「あ
らゆ る こと」の うちに数 え られ るの だ と考 え るな ら、「鯨 の額 を読 んでみ よ」
とい う言葉は、語 り手 か ら読者へ の挑 戦 とみ るこ ともできよ う。
最後 の箇所 が いか に大 きな力 を もつ とは いえ、それ はこの章全体 、 ひい
ては鯨学全体 の調子 を決 定 し、色づ け る程 の ものでは ない。次章 の 冒頭 で
は、鯨 の額は再度拾 い上 げ られ、"Sphinx"に 拡大 され る。章末 の レ トリッ
クは、 いわば多様 に変化 す る語 りの相 の中の一側 面にす ぎない。
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Ishmaelの 語 りは抹 香鯨 を題材 として連続 してい なが ら、 あ ると きは遊
びに、 あ る ときは崇 高、壮大 なイ メー ジに、 あ るときは一 瞬の覚 醒 に とい
うよ うに、 さまざまな印象、効果 を読者に与 え る。 そ して変 化す る種 々の
語 りの相 は、それ ぞれ互 いに影響 しあって、他 に よって覆 され は しないが、
そのいずれの1つ も、絶対的 にな る とい うこ とは ない。逆 に言 えば、1つ
の語 りの相 は、他 の相 が存在 す る故 にひ きたて られ る。(例 えば、章末 の レ
トリックはそれ までの過剰 な形容 が なければ力 を発揮 しな いだ ろ う。)
第11章 で、蛮友Queequegと 毛布一 枚に くるまった快適 な体 験 をも とに、
語 り手は 「真 の暖か さを味 わ うに は、 身体 の どこかが寒 くなければ いけ な
い。」 と述べ、 「お よそ世 の中に比較対照 に よらず にその性質 を発揮 す る も
のは ない。何 もの もそれ 自体 で は存在 しえない。」("_thereisnoquality
inthisworldthatisnotwhatitismerelybycontrast.Nothingexists
initself."(p.55))と 結論づ け る。 この 「何 もの もそれ 自体 では存在 しえ
ない」 とい うことは、互 いに相対化 しあい、かつ力 を発 揮す る彼 の語 り口
に も当ては まる言葉 であ る。
実 を言えば、Brodtkorbが 、 「lshlnael的 真実 とは相 対性 とい う真実 な
のだ。」と断 じるのに引用 した この金 言めいた言葉す ら、Ishmaelの 巧み な
語 りの一部 として、 『白鯨』とい うテ キス トの 中に置 き もどされた とき、決
して無傷 ではあ りえない。6)同 じ箇所 にIshmaelが 書 き加 え る、一見余計
な続 きを、我 々は読み とば して はな らない。
それ故寝室に は暖炉 を備 うべ きでは な く、 それは金持 ちの陥 る不快
な贅 沢の1例 にす ぎない。 この種 の快美 の極致 を味 わ うために は、諸
君 と諸君の心地良 さ と外 気 の寒冷 との間 に毛布 一枚以外、何 もない と
い うこ とが必要 であ る。 そ うすれば諸君は、氷 結す る極地 のただ 中に
あって も、1つ の暖気 の火 花の よ うに横 たわ るこ とがで きる。(p.55)。
毛 布一枚 の快適 さが、極地 に まで誇張 して適用 され て しまった とき、(た
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だの毛布 ではな く、鯨 の 「毛布 皮」が な くて は極地 では 「垂 直に凍 って」
しまう とい うことは、Ishmael自 身が後 に第68章 で述べ る ところで ある)
「何事 も比較 の問題」 とい う 「lshmael的 真実」 も、一種のPIL弁 らし くき
こえ、その価値 を多少削 がれ るの ではないだ ろ うか。そ うだ とす れば、 そ
れ も語 り手の計算 ず くであ る。 ど う比較 しよ うとも、寒 い ものは寒いの だ
か ら。
互 いに相対化 しあ うよ うな多様 な相 をもちなが らも、Ishmaelの 語 りは、
や は り鯨 とい う一 つの柱 に よって しっか り支 え られてい る。 た とえ我々読
者へ の効 果 としては、Ishmaelが 鯨 を軽視 し、 あ るいは鯨の学 問的探求 を
冗談 で して い ると思われ る場合 が ある として も、彼 が決 して文字通 りに は
そ う言わ ないこ とは この点 、非常 に重要 で ある。 どの ような印象 を、事実
上読 者に与 え るに しろ、鯨 の探求、鯨の賛美 とい う点 でIshmaelの 姿勢 は
一貫 して いる。第134章 で、白鯨 を熱狂的 に追跡す る うちに、あ らゆ る雑 多
な乗 組達がAhabと 一体 とな ったこ との比喩 として、Pequod号 は次の よ
うに描写 され る。「船 は、あ らゆ る反対物 の寄せ集 め("itwasputtogether
ofallcontrastingthings")であ りなが ら、 これ らすべ ては互 いに集合 し
て一 つ の堅 い船体 を形成 し、長 い中心 竜骨 によ って平衡 と指 向 とを与 え ら
れて蕎進す るのだ。」 と(pp.454-5)。 これ は また、複数 の語 りの相が相互
に拮 抗 し、 あ るいはひ きたて なが ら、抹 香鯨 とい う主題 を中心竜骨 として
一体 とな り、大 きな力 を生 みだすIshmaelの 語 りの構造 の比喩 として もふ
さわ しい。η 鯨 を主題 とす るとい う点 では一 貫 していなが ら、 多様 に変化
す る語 り口か ら、読者 は さま ざまな効 果 を伝 え られ、 あ るときは真剣 に、




てノー トン版によ り、頁数は本文 中にしるす。
2)厳 密には、Ishmaelが 、ラヴァテルやガル を課刺しているという印象はあって
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も、 証 拠 は な い 。 「無 知 」なIshmaelな る 語 り手 が 、 本 気 で こ う 言 っ て い る と










7)興 味 深 い こ とに、一 体 感 を 見 事 に 表 現 した こ の 比 喩 も、い くら か そ の 価 値 を 割
り引 き さ れ ね ば な ら な い 。 こ の 時 、熱 狂 した 乗 組 達 は 、実 は 白鯨 で は な く、何
か 他 の もの を 間 違 え て 追 っ て い た か ら で あ る。(p.455)
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